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ＡｆＤ大勝後、対照的なドイツ２州の政権協議 
～防火壁を維持する政治的なコストが高まっている～ 

 経済調査部 首席エコノミスト  田中 理 

（℡：050-5474-7494） 

 

（要旨） 

○ ９月のドイツ東部２州の州議会選挙でＡｆＤが相次いで第一党となったが、その後の政権形

成は対照的な展開をみせている。メクレンブルク＝フォアポンメルン州では、ＳＰＤ、左翼

党、緑の党による連立協議が進み、ＡｆＤを政権から排除する「防火壁」が機能している。

だが、３党連立が成立すれば、ＡｆＤが州議会で唯一の野党となり、州政府への不満や政権

批判票を吸収しやすくなる、一方、ザクセン＝アンハルト州では、ＡｆＤ以外の政党だけで

は安定多数を確保できず、ＡｆＤの少数政権や超党派の州首相など異例の選択肢が浮上して

いる。ＡｆＤの支持が４割近くまで高まるなか、防火壁そのものが崩れていなくても、それ

を維持するための政治的コストは高まっている。２州の政権形成は、ＡｆＤの全国的な支持

拡大が続いた場合にドイツ政治全体が直面する連立形成の難しさを先取りしている。 

 

９月に行われたドイツ東部の州議会選挙で、右派ポピュリスト政党「ドイツのための選択肢

（ＡｆＤ）」が相次いで大勝したことを受け、新たな州政府の発足に向けた動きが本格化している

（詳細は９月 24日付けレポート「ＡｆＤ躍進で揺らぐドイツの中道政治」を参照されたい）。と

もにＡｆＤが第一党となったにもかかわらず、その後の展開は２つの州で大きく異なる。９月 20

日に選挙が行われたメクレンブルク＝フォアポンメルン州では、ＡｆＤを政権から排除する形で

連立協議が進んでいる。これに対して、９月６日に選挙が行われたザクセン＝アンハルト州で

は、既成政党だけで安定した政権を樹立することが難しく、ＡｆＤが州政府を率いる可能性を排

除できない状況が続いている。 

メクレンブルク＝フォアポンメルン州では、ＡｆＤが第一党となったが、他党はいずれもＡｆ

Ｄとの連携を否定しており、同党が州政府を率いる可能性は低い。代わって州政府の樹立に向け

て動いているのが、シュヴェーズィヒ現州首相が率いる中道左派の「社会民主党（ＳＰＤ）」だ。

ＳＰＤはＡｆＤに第一党の座を明け渡し、これまで連立を組んできた左派政党「左翼党

（Linke）」と合わせても過半数には届かないが、環境政党「緑の党」が加われば、州議会の過半

数を確保できる。 

３党は９月下旬に政権発足に向けた予備協議を開始した。10月上旬に予備協議を終える予定

で、その後、正式な連立協議に移行する方向で調整している。過去５年間、連立を組み、州政府
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を運営してきたＳＰＤと左翼党の政策距離は比較的小さい。両党と緑の党の間には、気候変動対

策などを巡って多少の温度差もあるが、政権発足に向けての障害はそこまで大きくない。11月中

旬頃までには、３党連立による新たな州政府が誕生する可能性が高い。 

その結果、ＡｆＤは４割近くもの得票率を獲得して第一党となったにもかかわらず、他党が連

立を拒否することで政権から排除される形となる。ＡｆＤとの連携を拒む「防火壁」がなお機能

していることを示す一方、ＳＰＤ、左翼党、緑の党による連立が成立すれば、ＡｆＤは州議会で

唯一の野党となる。 このことは、州政府の政策に不満を持つ有権者の受け皿をＡｆＤが独占しや

すくなることを意味し、次回の州議会選挙に向けて「既成政党対ＡｆＤ」という構図が一段と鮮

明になる可能性がある。 

ザクセン＝アンハルト州では、州政府の樹立に向けた複数の動きがある。州議会選挙で圧勝し

たＡｆＤは、単独過半数に３議席届かなかった。主要政党がＡｆＤとの協力を否定するなか、５

議席を持つ「ザーラ・ワーゲンクネヒト同盟（ＢＳＷ）」は、政策毎の協力に含みを残している。

ただ、ＢＳＷはＡｆＤとの正式な連立には否定的で、ＡｆＤの州首相候補であるジークムント氏

を支持しない方針も示している。 

それでも、ＡｆＤによる政権発足の可能性が完全に消えた訳ではない。ジークムント氏は９月

末、十分な支持が確保されていない現状でも、州首相選に立候補する意向を表明した。 同州の州

首相選出手続きでは、最初の２回の投票では議員定数の過半数の賛成が必要となる。２回とも選

出できなかった場合、州議会はまず議会を解散するかを採決し、解散が決まらなければ、３回目

の投票を行う。３回目の投票では、棄権票が投票総数に算入されず、投じられた票の過半数を得

た候補が選出される。 

ＡｆＤとＡｆＤ以外の４党がそれぞれ 39議席、ＢＳＷが５議席を持つため、ＢＳＷの５議員が

全員棄権するだけでは 39対 39となり、ＡｆＤの候補は州首相に選出されない。ただ、ＢＳＷが

棄権したうえで、他党からさらに棄権や造反が出れば、第３回投票でジークムント氏が州首相に

選出される。この場合、ＡｆＤは少数政権を率いることになり、予算や重要法案を成立させるに

は他党の協力が不可欠となる。５議席を握るＢＳＷが、州政府の存続を左右するキングメーカー

の役割を担うことになる。 

これに対して、ＡｆＤを政権から排除しようとする動きもある。ＳＰＤ、緑の党、左翼党、Ｂ

ＳＷの４党は９月 29日に会合を開き、ＡｆＤを含まない州政府を樹立する可能性について協議し

た。特定政党に所属しない超党派の人物を州首相に据える案も検討されている。４党は新議会が

招集される 10月６日以降も協議を続ける方針だ。 

問題は、この４党だけでは議会の過半数に届かないことだ。４党の議席は計 39議席にとどま

り、安定多数を確保するには、連邦政府を率いる保守政党「キリスト教民主同盟（ＣＤＵ）」の協

力が必要になる。だが、ＣＤＵは９月 29日の協議への参加を見送り、現時点ではこうした枠組み

に加わっていない。 ＡｆＤを政権から排除するには、従来なら連立を考えにくかった政党同士が

協力するなど、異例の統治形態を模索せざるを得なくなっている。 

これまでドイツでは、「ＡｆＤと連立を組まない」という防火壁を維持することで、ＡｆＤを政
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権から排除することが比較的容易だった。しかし、ＡｆＤの得票率が４割近くまで上昇した結

果、単にＡｆＤとの連立を拒否するだけでは、安定した政権を樹立することが難しくなりつつあ

る。今のところ防火壁が崩れた訳ではない。むしろ今回の２州では、多くの既成政党が防火壁を

維持する姿勢を改めて示している。ただ、そのために支払わなければならない政治的なコストは

高まっている。 

こうした構図は、州政府だけでなく、連邦政府にも少なからず当てはまる。ＡｆＤは連邦レベ

ルでも支持を拡大しており、直近の一部の世論調査では支持率が３割に達する。メルツ政権に対

する評価は厳しさを増しており、10月のＡＲＤ世論調査では、「メルツ首相の仕事に満足してい

る」との回答は 10％にとどまった。 相次ぐ州議会選挙での敗北を受け、ＣＤＵ内にはメルツ党首

（首相）の交代を模索する声も一部で浮上している。後継候補として、ノルトライン＝ヴェスト

ファーレン州のヴュスト州首相らの名前が取り沙汰されている。一方、ＣＤＵの８人の州首相は

９月中旬にメルツ氏を支持する共同声明を発表しており、現時点で党内が交代論に傾いている訳

ではない。 

それでも、ＡｆＤの支持拡大が続けば、連邦レベルでも防火壁を維持しながら安定した議会多

数を形成することは一段と難しくなる。同時に、ＡｆＤへの対抗策を巡る意見の違いが、ＣＤＵ

内部の路線対立や指導部の求心力低下につながる可能性もある。９月の東部２州で起きている政

権形成の難航は、ＡｆＤの躍進によってドイツ政治の連立の選択肢が狭まり、防火壁を維持する

政治的コストが高まっていることを象徴する。州レベルで先鋭化したこの問題は、今後の連邦政

治にも波及しかねない。 
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